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　　　　ア ム ブ リス トマ に於 け る 心臓原基 の 異種間移植

　　　CopENHAvER
，
　W ．　M ．： Results　oC　heteroplastie　transplantation 　of

　　　a1ユtGrjor　and 　posterjor　parts　of　the　heart　rudimeiit 　in　A 　mbl ？Jseo　xza 　　．

　　　embr5 〔，s・ 」．　of 　exper 、Zool．
，
55

，
1930・

　Amblystoma　6匂ア洫 る醇 の 心 臓原 基の 前孚部 を ゑ punctattehtの 1誑 vae に移

稙 した 處 、 心室 、 動脈 鬢 を生 じ、 心 耳 を生 じた もの 竜 可 な bあ つ た。 同 じ樣 に

して 心 臟原 菟 の 後牛部 を移植 しだ處 、
こ れ よ b は 心 耳、靜脈竇 を生 じ、 心 室 を

生 じた 例 もあ つ た 。 上 の 何 れの 揚合 で 竜封象動 物の 心 臓に 比 す る と 、
こ れ らの

移植心 臓 は 少 し く幅廣で あ つ たが 鼓動 は ．／1．t・i．qrill−u ”z の 正 常 な心 臟の それ と等

しか つ た
。 逆 に ／，IL，vctCltll．nl の 心 臟原基 を 吻 洫 盟 几 に 移植 して も略 ≧同様 な結

果 を得 た が、 その 心 室 、 動脈竇の 壁は 極 め て 薄 く、靜脈竇 、 心 耳の 發育は 充分

で 次かつ te。變 態後に は移植 心 臟は こ れ が 移植 せ られ た 動 物 （host）の 心 臓 と同

じ大 きさ にな る 。心 臟原基 の 後 孕部は host の 心 臟原 基 の 前孕部 と共 に 一つ の

完 全 な心 臓 を作 ）r 得 る
。 ま た 斯 くし て 出來 た モ ザ イ ツ ク の 心 臟 の 鼓動 は 後宇部

原 基 の species 固有の 鼓動型式を と る
。 　　　　　　　　　　　 （合 田得輔 ）

　　　異種間移植 を な せ る 目の 發育に 際 して の 相關關係

　　　H 拙 Rlso 還
，
　Ross

、
　G 、： C。 rreiation 　in　the　devek・puietLt　and 　gr・w むh

　　　oftheeye 　s むudied 　by　lnea 】ユs　o 「heberop！astic 　tvang．　pユantation ．Roux
’

　　　 ArCh ．
，
12U

，
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　此 の 抄 録 は 少 し く舊 聞 に屬 す る か も知 れ な い が、次 の 抄録 と封 照 す る 爲め に

掲 げ る こ と とす る ， 發 育 の 途上 、 A ’
n〜占鯵伽 π α tigrifvu−nl は A ．2）u ）ictabu

・
｝n よ b

も大 き さ も大 き く、 成長速 度 竜大 で あ る 。 兩者の 目の 發 育に 關 して も同樣な こ

とが 認め られ る。 L の 二 種 の 間 で 目に 關 して次 の 三va　b の 異種 間 移植實驗 を し

た
。

1）ん 殉袖 脇 〜 の 綱 膜原 基 で あ る eye 　cRp を その y ン ズ 原 墓で あ る　lons

ectoderm 　と と i6　l　l　ptLnctttbze
’
ni の 目の 位 貴 に移植 し て も、 逆 に IJICitetatU，），1 か ら

掬 Tll1職 に 同樣 な移植 を して 竜、 目 は成長 を 續 け る
。 その 場合 、 移植 した 目は

その 目本來 の 大 きさ を と bh 。st の 影響 を受 け な い 。 2）先づ 的 ，
’1顧 ’乞 の cye

CUP の 上 IC　punctatu］re の 1ens　eclod ヒrm を移植 す る、 そ の 傷が 治癒 した 後 に 、

L の （tig1’iRUM の eye 　eu 　p）十 （3｝〜ど’〜磁 趣 〃’ の ｝ens 　ectoderm ）を全 體 pu．J
’
tctatun

’
i．

の 目の 位 置 に 移植 す る。 こ れ らの eyeeup と 1ens　ectoderm は 移稙 後 も發育 を

續け る が 、 二 つ の 原基 は 互 に他 方か ら影響 され あつ て 、 そ の 成 長 速 度に變 化 を

來 た す 。 皀卩ち夫 々 の 正 常 な對照動 物の それ に比 して eye 　cUp は 22％ 小 とな b 、
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lens
　ectodemn は 13％ 大 となつ た。 同樣 な こ とを逆 に P 戯 clα ‘鵬 の Gye 　CUp と

吻 γゴ？之〜’脇 の ⊥ens 　eetoderm との 間 に行 つ て 竜、 互 に 影響 しあつ て 、 前者は 25％

大 と な b ， 後者 は 21％ 小 と なつ た 。 3）‘葱g怩 ’‘財 〃 匹 の lens　ectoderm を 卿 lclα’跚

の eye 　CLlp の 上 に移稙 し た處 、 後者 は 前者 の 影響を 受 け て 、 正 常の 竜の よ う22

％ 大 とな つ た 。Ptlc　1）”nctataifi の lons　ectoderm を tig・ri・n ・tt・〃 t の len3　caP の

上 1（移稙 した揚合 は、後者 は 17％ 小 と なつ た
。 以上 の 三 實驗 の 結果か らして 、

eye 　c 叩 と lens　ectoderin の 間 には 、 その 發 育 上 密接 な 相關關係が 認め られ

る・ こ の こ とは 既 に知 られ て ゐ る處 の eye 　eup が 1ens　eetode 】
・
m の 發 育 に影響

す る と云 ムー 方 的關係の 上 に
、 更に一一歩 を進 め た もの で あ る

。 著者 は 更 に網膜

内の 感 覺細胞 、 神經 細胞 等 に 就 い て も吊的 關係を究め て 、 これ らの 細胞 數が 眼

球 の 大 き さの 如 く、大皚 lells　ectode1 ・
m の 影響を受 ける こ と を述べ て上 の 結論

を逍 補 し て ゐ る
。 碕移 植 した 目と h。st の 腦 との 間 に 規 紳經 の 蓮絡 が 出張 る 1

とは 甚だ稀で あ つ た
。

此 の 場合 、
le］］S　C・cto 〔IC・］’ni の 影響に よつ て 大 きさ を増 し

た 目の 視 神經 は 正 常 の 竜の よ り太 くな t
）、小 さ くなっ た 目で は 細 くなっ た e 覦

神經 の 連絡 が 出來 ない 揚合に は
一

般 に反 野側 の 巾腦は 發育不 全 を呈 して ゐ た。

か か る もの の 中、 例 外 と し て ，】ens 　 ec 　tod　c・　i・m の 影響 で 正 常の もの よ b大 き く

な つ た 員で
、 そ の 反 對側の 中腦が正 常の 竜の よ わ發育過剩 を起 した 揚合が一例

あ っ ？？
。 此 の 事實は

、 末稍 部 の 發育が そ の 中樞部 の 發育に 對 して 影響を 與 へ る

こ との 證據 とな る
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Am 田得輔 ）

　　　　ア ム ブ リ ス トマ の 二 種 の 間で行 つ た異種間移植

　　　S でoxE
，　 L・S・’Heter・Plastic　t【vansplai ・t・・ti… 。f　e．y　es 　bet　“’　eon 　t1・c

　　　Iavvae　oftwo 　species （）f　A・
？71tノ「鯵〜ω ，之α ．　J．　of 　eXper ．　ZooL

，
55

，
193り．

　著者の 使つ た A．　tiy］
binton

の ］arvae もその 發育途上 の 大 きさ と成長 速 度に

於 V ・
て 孟 ！冫1〃 漁 鰤 占 の larVae ま b大 で あ るが 、 前者は後者 よ b三 ケ 月遲 れ て

燮 態 した
。 兩種 の Iarvae の 間 で 目を角膜 と共 に 異種 間移植 を した 處 、 その 成

長 速 度は hoSt か ら影響 を受 け なか つ た
。 此 の 點 、 前禍 の II．Vll｛］／f

’
e ．N’ の 第一

の 實驗 結果 と同 じで あ る。
一般 に虹 彩 色素の 縫化 は 墾態の 時起 る もの で あ る が

吻 Tl 剛 ’，図こ移植 した p観 磁 加 n の 目で は
、 此 の 巒化が 正 常な 2，Unetai ．・u η i の それ

よ b 三 ケ 月遲 れ て 起 つ た
。

逆 に p 姻 clαll  に 移植 した tig・ri ，

’
zu7 ？t の 目で は 三 ケ

刀早 く起 つ た。 皀ljち虹 彩 色素の 鍵化す る 時期 は host の 變態時期 に支 配 せ られ

る こ とが 勃 る
。

これ と同 じ く host の 變態時期 の 影響が 瞳 孔反 射反應 の 始 2 る

時期 に就 い て も見 られ た。 ま n 多數の 實驗 の 中に 、 移植眼 球 と腦 との 間 に視 神

經の 連 絡が生 じ、 生理 的實騎に よ つ て 竜 、 覗 力 を囘復 した と認 め られ る もの が

六 例 あつ た
。　　　　　　　　　　　　　　 （合 田得輔 、 （以 上 7 月⊥3日受領）
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